
日本プロセス化学会第 24 回理事会議事録	 

日時	 	 	 	 	 	 	 	 平成 24 年 12 月 7 日(金)	 10 時 30 分～12 時	 

場所	 	 	 	 	 	 	 	 静岡グランシップ	 11F 会議室 1101	 

	 理事20名出席　　5名欠席

将来計画委員会日景尚睦氏のオブザーバー参加については今後とも了承された。	 

議題	 

1 確認・報告事項	 
(1) 第 23 回理事会議事録（学会 HP 参照）が承認された。	 
(2) 2012 年度通常総会議事録（学会 HP 参照）が承認された。	 
(3) Summer	 JSPC	 2012 報告と収支決算（資料１）が承認された。	 
(4) JSPC 優秀賞 2012（学会 HP 参照）が承認された。	 
(5) 2012 ウィンターシンポジウム準備状況が報告された。	 
(6) 2013	 Summer シンポジウム（2013 年 7 月 18,19 日つくば国際会議場）準備状況（資料 2）が

報告された。	 

(7) 2013	 Winter シンポジウム（2013 年 11 月 28,29 日仙台市民会館）準備状況が報告された。	 
(8) 第 7 回プロセス化学ラウンジ（11 月 29,30 日和光純薬湯河原研修所）報告と収支決算（資

料 5）が報告された。	 

(9) 第 8回プロセス化学ラウンジ準備状況が報告された。	 
(10) プロセス化学会編集単行本について、間瀬理事監修本は原稿全て集まった、橋本氏企画本

の項目（資料 7）、が報告された。	 

(11) 日本薬学会第 133 年会（2013 年 3 月 27-30 日、横浜）シンポジウムについて（資料 3）報
告された。	 

(12) 日本化学会第 93 春季年会（2013 年 3 月 22-25 日、草津）シンポジウムについて（資料 4）
報告された。	 

(13) 将来計画委員会委員	 赤井周司	 氏の新任について報告された。	 
(14) 地区フォーラムについて報告された。	 
(15) 出前講義の実施報告がなされた。	 
	 

2 協議事項	 
(1) 理事退任（田辺陽	 理事副会長、長秀連	 理事、梶野正博	 理事）が認められた。	 
(2) 理事就任（尾野村治氏長崎大学薬教授、橋本秀雄氏武田薬品工業株式会社ＣＭＣ研究セン

ター製薬研究所所長）が認められた。	 

(3) JSPC 表彰委員会より学会の制度設計の進捗状況（資料８）が報告された。	 
(4) インドでのシンポジウムについてインド側連絡者（HIKAL）からのメール（資料６）が報告

され、インド側出席者や手頃な開催ホテルについて再度情報交換することとなった。	 

	 

昼食休憩	 

	 

	 

	 

	 
  



資料１  
2012サマーシンポジウム総括報告	 	 	 大日本住友 高橋、京大院薬 高須 

>  2012年 7月 19日～20日	 京都テルサ 
>  シンポジウム参加者	 728名 
>  情報交換会参加者	 446名 
>  企業展示	 95社 
>  一般発表（ポスター）113演題 

>  2012サマーシンポ収支 
>  収入	  参加費収入 2,922,000 
	 	 	 	 	  展示収入	  5,144,578 
	 	 小計  8,066,578 
>  支出 会場費用 1,519,485 
 飲食費用 320,200 
 情報交換会 2,200,000 
 運営経費 4,403,451 
 （内訳：管理運営費用 3,843,631、学生アルバイト講師謝礼他 559,820） 
 小計 8,443,136 
>  収入－支出 △376,558 

 
資料２  
	 	 	 JSPC 2013サマーシンポジウム準備状況	 	 	 	 	 	 2012/12/7	 加藤 

（世話人：慶應大	 須貝先生、味の素㈱	 加藤）	  
	 １．日時	 	 2013年	 7月 18日（木）19日（金）9:30開始 
	 ２．場所	 	 つくば国際会議場	 エポカルつくば（つくば市竹園 2丁目 20番 3号） 
	 ３．講演数	 10件	 （2日目の講演を通常より 1題少なくし、17:00頃に終える） 
	 	 	 	 会社プロセス改良事例 
	 	 	 	 	 	 	 依頼会社	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 依頼先 

武田薬品工業㈱	 	 	 	 	 梶野正博先生→山野光久先生	 （不斉合成） 
	 	 	 	 	 	 旭硝子㈱	 	 	 	 	 	 	 	 森澤善富先生	 	 	 	 	 （フッ素化学も含めた合成） 
	 	 	 	 	 	 浜理薬品工業㈱	 	 	 	 	 目黒寛司先生→佐藤達典先生	 	 （不斉合成）	  
	 	 	 	 	 	 富士フィルムファインケミカルズ㈱	 	 	 川本二三男社長→ 
	 	 	 	 	 	 味の素㈱	 	 	 	 	 	 	 	 櫻井孝男先生→	 	 	 	 （高活性原薬委託関係） 
	 	 	 	 	 	 千代田化工建設㈱	 	 	 	 高藤正和先生→	 	 	 	 （医薬製造設備関係） 
	 	 	 	 アカデミア（国内） 
	 	 	 	 	 	 京都大学	 	 	 	 	 	 	 	 吉田潤一先生 
	 	 	 	 	 	 慶應大学	 	 	 	 	 	 	 	 只野金一先生 
	 	 	 	 	 	 東京大学	 	 	 	 	 	 	 	 福山透先生	  
	 	 	 	 	 	 Colorado State Univ.	 	 Robert M. Williams先生 
 
資料３  

日本薬学会第 133年会シンポジウム準備状況	 	 	 	 	 	 第一三共株式会社	 日景尚睦 
	 日本薬学会第 133年会 2013年 3月 27日～30日（横浜）の一般シンポジウムに「採択」された。 

l シンポジウムタイトル：アート（技）を感じる医薬品プロセス化学 

l オーガナイザー：細川誠二郎（早稲田大理工）、日景尚睦（第一三共）（アドバイザー：稲越直人（東和

薬品）） 

l 日時：3月 28日（木）15:30～17:30（2時間） 

l 開催場所：パシフィコ横浜	 	 	 	 会場規模（申請）：200人程度 

l 講演者 

細川誠二郎 先生（早稲田大理工） 

稲葉隆之 先生（日本たばこ） 

高橋大輔 先生（味の素） 

l シンポジウム趣旨、タイトル、各講演者及び講演要旨の登録：11月 21日 



日本化学会第87春季年会加3梓年31庖凶2

プ口セス化学シンFポf官fジウム
『世界圭リードする日本聖のプロセス色掌1

日時:2013年3月25日(月 )9・30-12:30
場所:立命館大学びわこ聞くさつキャンパス(滋賀県草津市 JR甫草津駅}

依頼講演:
プロセス化学に必要な反応と溶媒の開発

渡辺澄氏(日本ゼオン)
世界初・日本発の新規エーテル系溶媒シウロベンチルメチルエー子)~CPME

中野達氏(ダイセル)
新規空気酸化触媒技術のファインケミカルズ分野への実用開

岩謹11好治教授(東北大院薬)
新規酸化触媒AZADOの発見と展開

グローバル製品の画期的プロセス化学

j章幡健治氏(日本農薬)
新農薬フルベンジアミドのプロセス開発

三宅信寿氏(旭化成ケミカルズ)
革新的力一ボネートプロセスの新展開

オーガナイザー鴻池敏郎，秋山隆彦(学習院大学)

2013年合同シンポジウム
文部視学省新学鋸領緩研完

f有機分子触媒による未来型分子変換i
E本プロセス化学会

2013ウインターシンポジウム
日時:2013年11/28(木)....29(金)
場所:仙台市民会館
講演:

特別講演

未定(60分)

プロセス化学会2013ウインターシンポジウム

2013JSPC優秀賞講演(15分×数件)

招待講演(30分 x4件)

「有機分子触媒による未来型分子変換J公開シンポジウム

依頼講演(20分 x16件)

オーガナイザー寺由民浩教授(東北大院理)、鴻池敏郎(プロセス化学会)

『アート(技)を感じる医薬品の

日時 : 2013年3月初日{木) 15:30-17:30 
場所 :パシフィコ横浜
講演

・細川誠二郎(早稲田大理工学術院)
v-Srcチロシンキナーゼ阻害物質ヒバリマイシノンの全合成

+稲葉隆之(日本たばこ産業}
へ手口頭縮合ピロリジンの新規合成反応によるPKCs阻害薬・JTT-010の
高効率合成

+高橋大輔(味の素)
新規な効率的液相ペプチド合成法AJIPHASE@の開発から応用、

そして次世代へ

シンポジウム歴史と今後の予定
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第 7回プロセス化学ラウン?の報告

1概要

日時 2012年 11月四日(木) -30日(金)

場所 和光純車工業桝揖岡原研檀所 (静岡県熱海市)

参加者 普十回名

{内訳) 正会員 15名

賛助会員 30名

学生会員 3名

講師 6名

幹事 2名

幹事 伊藤伸浩 (和光純薬工業化成品研究所)

林泰正 (アステラス製薬合成技術研究所)

2講揖

・滝山博志 (東京農工大学大学院工学府)

「平構論と速度論から期践する桔晶多形町析出制柵J

・村上 E行 (第一三共株式会社)

「インフルエンサP治療薬イナピルのプロセス研究j

横島聡 (名古塵大学大学院商1)薬科学研究科)

「天然物の合成評究 書環式構造をどのようにつくるかJ

-古川晴雄 (塩野義製薬ド株式会社)

2012.12.04 

アステラス製薬棟式会社

林泰E

『医薬品昂車製造プロセス由研究開発における PATの活用についてj

-竹口和宏 (アステラス製薬株式会社)

『溶媒媒介転静による結品多形制榔とインライン分析を用いた製造管理へのチャレンジJ

・赤尾淳史 (エーザイ棟式会社)

「プロセス理解に向けた質量分析百十による庄応解析 基礎から測定解析のコツまでーJ

1日目、 2日目ともに各 8植題を毘量した。 1s目は、晶析工学，医薬品原葉町プロセス

欄聾、有機合成化学のプロセス化学の根幹となる輔域の講植をいただいた。 2日目は、プロ

セス化学の新規技術にスポットを当て、 PAT関連の講植をいただいた。プロセス化学全般

から最新のトヒ噌ツクスまで幅広い内容で、参加者の関心も高く、活費な競輪がなされた。

ま士、 1日田町講演の桂、参加者全員での Iざっくばらんな情報空換」を促すため、「プ

ロセス化学談義Jというセッシヲンを設けた。テーマは「失敗例から学ぶj として、身近

な失敗聞から失融から得た教訓など情報交換ができた。当初は活発な情報交換ができるか

不安はあったが、参加者には趣旨を理解いただけたようで、 fギプ・アンド・テイクjの糟

神で耽々と意見がでた。

タ宜・懇親会でも参加者が積極的な情報吏換をしており、一部の剖屋では揮夜まで議論

しているグループもいた。

今回目幹事の所感として、参加者のプロセス化学に対する情熱の高さを感じた。各々初

対面が多いはずだが、プロセス化学と言う共通点からすぐにうちとけ、人的空流も図られ

ていた。また、学生さんからの質問もあり、産学~若手~ベテランまで、まさに「ざっく

ばらんな情報交換と人的交流」ができ、ラウンジの醍醐味を感じた。

今回 56名で行ったが、ラウンジの運営や轄輸のしやすさを考えると、今回0)人教が上限

かもしれない。また、 1日目的講演の酎識は宿泊することもあり、十分な時聞をとることが

できたが、 2日目の講演の酎識は若干晴聞が足りなかった置がLている。 2回目白朝の開始

時聞を阜めるととを考嘩すればよかったかもしれない。

8収支

科目 摘要 金額

(A)収入 参加費 831.0邸3

(肉訳)

￥lS.000x 45名

￥9.000 x 3名

収入合計 田 7.0凹

(8)支出 宿泊研修代 218.300 

夕食時(飲み物官'1身) 13，700 

懇親会休照時間(飲み物おつまみ備品) 34.064 

"月30日(工日目)墨金代 63.600 

講師謝礼・交通費(2名) 78，510 

化学工業日報社委託費式 "日.臥)()

支出合計 738.174 

(A)ー (8) 98，82.6 

以上
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官龍王副訟昨S司隅田蝿?開田園che彊語句脅電炉油田部担プ官セ2克也君詳シンポジウム3

すでに役員各位にメールで送付しました主主上記シンポジウムiこっき，インド側から下記のよう1;::提案がありま

した. 望書点は以下のとお事です*ご議論下され

①覇基催場所 'lbpHωel語 Mu田，bai
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プロセスケミストのための化学工学(基礎編)懐)

1. 反応熱

a)反応熱制御の目的と方法

砂豊富熱反応とは

c)発熱反応の例

。 駿化反応

u) 還元反応

ui) アルキル化反応

iv) アシル化反応

v) 重合反応

叫 ニトロ化反応

討。 ハロゲン化反応

d).反応熱の計算式

e) 危険性評価装置の分類

。危険性評価の例

g)実験例

熱量測定法と測定装置

熱量計測値と対応策

ω爆強性を伴う反応における安全性評価の手法と対策

i)反応機の伝熱トラブルと対策

j)反応機の種類・材質

政反応機{釜)の温度制御と冷却・加熱性飽

D 化学反応の事故例

2. 混合・撹枠

心境枠の目的

b)擾待機の種類と用途

c)撹枠効率

d)撹待機のスケールアyプ

e) 按枠レイノルズ数、フルード数

f) 可燃性液体の混合危険と対策

g)不均一系の撹枠操作におけるトラブルと対策

3. 晶析

a)晶析の目的
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b) 晶析の方法

c) 精製と粒度制御

d)結晶多形

e) 結晶多形の制御法

f) 冷却曲線と粒度制御

g)スケ}ルアップにおける不純物・結晶形の制御

4.漉過

a)溢過の目的

b)普通の方法

。書道韓基の種類とメ 9"ト

d)温過操作の種類

デッドエンド溢過とクロスフロー溢過

シングルパス温過と循環議過

連続温過とパッチ滋過

e)スケ}ルアップを考慮したラポでの実験ポイント:Ruth方程式の活用

。 スケ}ルアyプ時の課題

自白書過時間予測と操作性-Ru白方程式の活用~

h)遠心温過

i) 書量過残疫の発熱トラプル対策

5. 乾燥

心乾燥の目的

紛乾燥 法

。乾燥機の種類と構造

d)乾燥条件

水分除去法

脱溶媒

e) 乾燥条件と安定住

6. 粉砕

a)粉砕の目的

b) 豊島砕機の種類と構造

。扮砕条件

d)不安定な結晶の粉砕

e) 発熱トラブル対策
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。 豊島じんの危換性評価と爆強災害防止対策

7.蒸留

ω蒸留の目的

E虫相対揮宛度の測定

c) 蒸傷塔の簡易段数計算

d)分権定数

e)精製定数

f鴻媒の分画E

e安全対策

8.抽出

血}抽剤の選択

。三成分平衡曲線の作成

。理論段数の計算と確認

d)工業周抽出装置

9.カラム分障と膜分隊

a)カラム精製の原理

。カラム充填剤の種類と特徴

。カラムタロマトの応用

a大量処理に適したカラムタロマト

e)膜分障の原理

D膜分権の種類と応用

1 o.静電気

必静電気発生の要因と発生個所と対策

b)静電気発生のメカニズム

b)静電気放軍と着火

b)静電気安全対策

。静電気事故例と安全対策

@静電気事故のない現場とは

11.ガス処理

a)ガス発生の原因

ゆガス処理の方法
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c)昇圧トラブルの原闘と対策

1 2.パイオ医薬品

a)設備関係、使用される設備と規模

b)効率化

。課題

d)製造設備の例

e)精製工程

f)パイオ医薬品の現状

~パイオ医薬品の展望

13. PAT，と QbDに関する話題

a)PATとは

b)PAT対策

。QbD~~

d)Q回対策

e)品質保証の重要性

14.その他
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日本プロセス化学会制度改革(素案)

2012.12.7 左右回

会則自体を加筆・訂正するか、それとも内規として別途明文化するかも相談したい。

司会則第 7条会期の改定 18条・ f本会の運営に必要な締員Ijは理事会において別に定めるこ

とができる」

①役員任期など(会則との比較での素案)

!会則第4章 役 劇

8条:役員 2項

現行;r役員の任期は2年とし、再任を妨げなし、J

改変;r役員の任期は2年とし、再任はー固までを認める。なお当学会のイベントなどを担

当し、その準備や開催中においてはその職務終了後の退任とするが、 1年を超す期

間であってはならないJ

豆急ム盆是主主

現行;r役員が任期途中で退任した場合、理事会の決議により補充者を選任できる。この場

合の補充者の任期は前任者の存任期間とする」

改変;r役員が任期途中で退任した場合、理事会の決議により補充者を選任できる。補充者

の任期は8条2項(改変)に準拠するJ

9条:役員の選任

現行;r該当項なし」

追加;r任期満了役員の後任および8条3項にいう補充者は、前任者と異なる組織(大学、

企業など)に所属することが望ましい。

現行;r該当項なし」

追加;r任期満了後 2年を経過した時点で、役員経験者を選任することを妨げない」

匿豆三璽
1 3条.総会決議1項

現行;r総会は正会員、賛助会員代表者、名誉会員(以下「構成員」という。)の 1110以

上の出席(委任状を含む)を得て議事を開くととができる

司太文字部分の解釈によっては、過去の総会が不成立になることはないか総急成立寄訟の

把握と記録)。

=今 f総会の潔催される学会催事iこ参加登録した構成員が総会に参加できない場合、その構

成員の議決権i士会長に白紙委任されたものとみなすj をjJO~撃するも弔か。

②表彰委員会・選考委員会(前回サマーの経緯・経験を踏まえて)

盤盛ニ主蓋

匿藍墨画
*表彰委員会は常設委員会とし、大学関係理事から 4名k企業関係理事4名で構成される。

8名の表彰委員選出は理事会の協議によりなされ、委員は会長の了承で決定される。委
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員の任期は2年とし、原則再任はないロ

*表彰委員会は、委員の協議により委員長 1名と副委員長 1名を定める。

*副委員長は委員長の代行としての役割を担う。

*表彰委員会は委員の協議により決議を行い、可否定まらないときは委員長決裁とする。

*表彰委員会は、 JSPC優秀賞を始めとする表彰案件について、その都度に選考委員を選出

し、理事会の了承を得て選考委員会を組織する。

*表彰委員会は、 10年以上継続して正会員であり満65歳を超えた者を功労会員とし

て評し、理事会に計り会長承認の下に会費を免除する措置をとる。

*表彰委員会は、 20年以上継続して正会員であり満65歳を超えた者、あるいは正会員

であり特に著しい研究業績を上げた者を名誉会員として評し、理事会に計り会長承認の

下に会費・参加費を免除する措置をとる。

匡主主盟
*選考委員は理事および会員から構成される。選考委員数は6~8名とし、大学関係者と

企業関係者の同数で構成されることを旨とする。

*選考委員会メンバーは、選考結果発表まで極秘事項とする。

*選考委員会は選考委員の協議により選考委員会議長と副議長を選出する。

*副議長は議長の代行としての役割を担う。

*選考委員は、表彰対象を自己の所属組織(大学においては研究室単位、企業においては

企業単位)から選ばないことを原則とする。

*例えば JSPC 優秀賞の選考は、各選考委員が 3~5つの候補を持ち寄り、得点上位j頓に

3 (~4) つを優秀賞として決定する。同数の場合は委員の協議で決定するが、定まら

ないときは議長決裁とする。授賞ノtランスは企業2・大学1とする。状況によっては、

企業3:大学1、企業2:大学2も可能とする。

*議長は、例えば JSPC優秀賞の選考結果をシンポジウム閉会の辞の前に、選考理由を添

え発表する。この際に選考委員会メンバーも公表する。後日、同様な内容を HPに掲載

する。

*議室長は同，IJ議長と協働し、一演題につき 2つの楯を準備する。一つは発表者個人(テーマ

名、発表者名、授賞理由を刻印)に、一つは発表者の所属先(テーマ名、発表者全員名、

授賞理由を刻印)に与える。楯の大きさについては、個人用は所属先用よりも小ぷりと

する。

*例えば JSPC優秀賞の場合、楯の授与はその年のウインターシンポジウムで会長からな

される。

③編集出版委員会

後日、素案を計る

④将来計画委員会

後日、素案を計る




